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1 はじめに

春の談話会では新入生を主な対象にするということであったので, 新入生でも興味の持てそうな内容として

解析的数論を選びました. ベルヌーイ多項式 Bn(x)はいろいろな定義の仕方があるのですが、ここでは有理数

を係数とする多項式 f に対して定まる

I(f) =

∫ x+1

x

f(y)dy

を用いて多項式

Bn(x) = I−1(xn)

で定義します. 「ベルヌーイ多項式とその応用」とあるのですが, 現実社会への応用ではなくベルヌーイ多項

式を使ってこんなことができますよ～という話です. おそらく時間の関係でベルヌーイ多項式からリーマン・

ゼータ関数の偶数値を求めることがメインになると思います. ざっくり細かいところを無視すれば高校レベル

の微積分がわかれば雰囲気がわかると思います.

2 講演内容

ベルヌーイ多項式とベルヌーイ数を定義していくつかベルヌーイ多項式に関する命題を紹介しようと思いま

す. その後簡単に複素積分について説明して、それを用いてベルヌーイ多項式から得られるある命題を証明し

ようと思います. その定理を用いるとリーマン・ゼータ関数の偶数値が求められるという流れです. もし時間

が余れば定理を用いて

π−p−q−r
∑

m,n,l∈Z
m,n,l ̸=0,am+bn+l=0

1

mpnqlr
∈ Q

を証明したいと思います.
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